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『釈論愚草』 に お ける 頼瑜 の
一

体
一心摩訶 衍解 釈 （豊嶋）

一

　

は

じ

め

に

　
『

釈
摩
訶
衍
論
』

（

以
下

『

釈
論
』

と

称
す）

は

『

大
乗
起
信
論
』

の

注
釈
書
で

あ
り

、

空
海
が

真
言
教
学
を
た

て

る

論
拠
と
し

て

用
い

た

た

め
、

後
世

に

『

釈
論
』

の

注

釈
書
が

多
く

書
か

れ
た

が
、

頼

瑜
二

二

二

六

−
一

三

〇

四）

も

『

釈
論
開
解
鈔
』

と

『

釈
論
愚

草
』

を

残
し

て

い

る
。

『

釈
論
開
解

鈔
』

は

『

釈

論
』

全

体
を
注

釈
し
た

も
の

で

あ
り、

『

釈
論
愚

草
』

は

『

釈
論
』

に

関
す
る

伝
法
会

談
義
に

際
し

行
わ
れ

た

議
論

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
↓

の

内
容
を

頼
瑜
が

編
纂
し

た

も
の

で

あ
る

。

頼
瑜
の

著
作
ス

タ

イ

ル

は

加

筆
添
削
、

再
治
を
重
ね

る

も
の

で

あ

り
、

成
立

年
代
を
簡

単
に

比

較
で

き
る

も
の

で

は

な
い

。

『

釈
論

開
解
鈔
』

で

は

巻
八

に

弘
長
二

年
（

一

二

六
二
）

の

奥
書
が

初
め

て

見
ら

れ
、

最
後
の

巻
三

十
六
に

文
永
十

年
（
一

二

七

三
）

の

奥
書
が

残
っ

て

い

る
。

『

釈
論
愚
草
』

で

は

巻
二

中
に

弘
安
六

年
（

一

二

八

三
）

の

最
初
の

奥
書
が

あ
り

、

巻
六

に

亡
く

な

る

前

年
に

当
た

る

乾
元
二

年
（
一

三

〇

三
）

の

奥
書
が

見
ら

れ
、

巻
七
以

降
は

書
名
も

異
な
り

頼
瑜
の

死
後
に

お

け
る

証
義
者
名
と
日

数
が

確
認
で

　（
2）

き
る

。

こ

の

こ

と
か

ら
全
般
に

『

釈
論
愚
草
』

は

『

釈
論
開
解
鈔
』

の

後
に

ま
と

め

ら

れ

た
と
い

え
よ

う
が
、

さ

ら

な
る

検
討
が

必
要
で

あ

る
。

　
頼
瑜

の

『

釈
論
』

解
釈
は

覚
鑁
に

負
う
と

こ

ろ

が

多
い

。

そ
の
一

方
で
、

空
海
の

著

作
に

準
じ
て

統
】

を

図
る

面

も

見
ら
れ

る
。

『

釈

論

愚

草
』

は

談

義
の

記
録

で

あ

り
、

当
時

議
論
さ

れ
て
い

た

問

題
点
と

そ

れ
を
ど

の

よ

う
に

解
決
し

て

い

っ

た

か
と
い

う

経
緯
を

見
る

上

で

『

釈
論

愚
草
』

は

『

釈
論

開
解
鈔
』

よ

り
も

勝
れ

た

資
料
と

い

え
る

が
、

未

刊
行
の

こ

と

も
あ
り
そ

の

研
究
は

少
な
い

の

が

現

状
で

あ
る

。

『

釈
論

愚
草
』

で

は

様
々

な

議
論
が

な

さ

れ

て

い

る

が
、

特
に
一

体
一

心

摩
訶
衍
が

関
わ

る

第
九

住
心
と

真
如
門
を
め

ぐ
る

問
題
は

、

頼

瑜
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が

覚
鑁
の

解
釈
を
ど
の

よ

う
に

受
け
入
れ

て

い

っ

た

か

を

検
討

す
る

際
に

、

格
好
の

材
料
と
い

え
る

。

こ

こ

で

は
】

体
一

心
摩
訶
衍
を
め

ぐ

る

議
論
か

ら
、

覚
鑁
か

ら

頼
瑜
へ

の

『

釈
論
』

解
釈
の

変
遷
を

確
認
し

、

頼
瑜
の

『

釈
論
』

解
釈
の

姿
勢
を

検
討
し

た
い

。

二

　
第
九

住
心

を
め

ぐ
る

問
題
点

　
『

釈
論
』

で

は

『

大
乗
起

信
論
』

の
一

心
二

門
三

大
の

構
造
か

ら

三

十
三

種
類
の

法
門
を

立

て

る

特
徴
が

あ
る

。

三

十
三

法

門
と

は
、

一

心
と

三

大
そ

れ

ぞ

れ

に

生

滅
と

真
如
の

二

門
を
認
め
、

さ

ら

に

機
根
の

利
鈍
で

前
後
に

分
け
る
た

め

に
、

前
重
の

八

所
入
法
・

八

能
入
門
と

後
重
の

八

所
入
法
と
八

能
入
門
の

三

十
二

法
門
に

分
類
さ

れ

る
。

さ
ら
に

機
根
・

教
説
を

離
れ
た

絶
対
の

不
二

摩
訶

衍
を

設
け
て

計
三

十
三

種
の

法
門

と
な
る

。

そ
の

三

十
三

法
門
を

利
用
し

て

空

海
は

『

弁
顕
密
二

教
論
』

や

『

十
住
心

論
』

で

密
教
の

優
位
を
述
べ

た

と
こ

ろ

か
ら

、

こ

の

三

十
三

法
門
は

真
言
教
学
に

お
い

て

重

要
視
さ

れ

る

こ

と
と

な
っ

た
。

実
際
に

後
代
の

『

釈
論
』

の

注
釈
書
は

三
十
三

法
門
に

関
す
る

立

義
分
に
つ

い

て

の

み

解
説
す
る

小
部
の

も
の

が

多
く、

全

体
を
注
釈
す
る

よ

う
に

な
っ

た

の

は

頼
瑜
の

『

釈
論
開

解
鈔
』

が

初
め

て

で

あ

（
3）る

。

空
海
は

『

秘
蔵
宝

鑰
』

で

『

釈
論
』

の

五

重
問

答
を

利
用
し
て

、

三

十
三

法
門
の

う
ち
不
二

摩
訶
衍
を

密
教

、

前
重
一

心
の

所
入
法
で

あ
る
三

自
一

心

摩
訶
衍
を

華
厳
に

当
て

は

め

る

解
釈
を

行
っ

た
。

こ

の

こ

と

か

ら

三

十
三

法
門
と

十
住
心
と

の

対
応
関
係
が
問

題
と

な
っ

て

い

く
。

そ

の

う
ち

華
厳
に

当
た

る

第
九

住
心
で

は
、

対
応

す
る

三

自
一

心

摩
訶
衍
が

生

滅
門
の

所
入
法
で

あ
る

た

め
、

真

如
門

の

所
入
法
で

あ
る
一

体
一

心

摩
訶
衍
は

第
九

住
心
に

当
た
る
の

か
、

ま

た

第
十
住
心
に

当
た

る
の

か
と
い

う
議
論
が

起
こ
っ

た
。

こ

の
一

体
一

心

摩
訶
衍

を

め

ぐ
る

議
論
は

巻
一

下
の

論
題

四

「

一

体
一

心
摩
訶

衍
第
九

住
心
分
斉
歟
事
」

、

巻
三

下
の

論
題
三

十
一

「

付
レ

明
二

四

種
大
義一

且

宗
家
意

初
二

大
義

但
可
レ

云
レ

証
二

第
九
住
心
一

耶
」

で

主
に

取
り
上

げ
ら
れ

て
い

る
。

こ

れ

ら
の

論
題
を

見
る

と
、

空

海
の

解
釈
の

中
に

第
九

住
心
を

生

滅
門
の

み

と

す
る

解
釈
と

真
如
門
を

含
む
と

思
え
る

解

釈
と
が

混
在
し

て

お

り
、

そ
こ

が

議
論
の

対
象
と

な
っ

て

い

る

こ

と

が
分
か

る
。

今

『

釈
論
愚

草
』

巻
］

下
と

巻
三

下
の

議

論
に

従
っ

て

論
点
を
ま
と

め

る

と
、

次
の

通

り
で

あ
る

。
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（

1
）

五

重

問
答
…

『

秘

蔵
宝
鑰
』

巻

下
の

第
九

住
心
で

、

『

釈
論
』

の

五

重

問
答
の

う
ち
四
番
目

の

問
答
で

三

自
一

心
摩
訶
衍
を

第
九
住
心

に

配
当
し
て
い

る
。

（
『

弘
大
全
』

一
・

四
六
五

頁
）

（

2
）

四

種
鏡，，・

『

十

住
心
論
』

巻
九

に

『

釈
論
』

巻
三

の

四

種
鏡
の

文
（
大
正
三

二

・

六
二
一

下
）

を
引
用

し

て

「

仏

華
所
説
三

種
世

間
円
融
之

仏

則
四

種
鏡
中

当
二

第
二
一

也
」

（

『

弘

大
全
』

一
・

三

九
〇

頁）

と

あ
り

、

華
厳
を

『

釈

論
』

の

四

種
鏡
に

配

す
る

う
ち
生

滅
門
の

第
二

鏡
に

配
当

し
て

い

る
。

（

3
）

九

識
…

『

十

住
心

論
』

の

巻
十
に

「

一

道

極
無
但
知
二

九

識
己
（
『

弘

大
全
』

一
・

三
九
八

頁）

と

あ

り
、

第
八
一

道

無
為
心
と

第
九

極
無
自

性
心

は

『

釈
論
』

巻
二

で

述
べ

ら

れ
る

十
識
の

う
ち
生
滅
門

の

九
種
の

識
だ

け

知
っ

て

い

る

と
述
べ

て

い

る
。

（

4
）

盧
舎
那

仏
…

『

十

住
心
論
』

巻
九

で

『

釈

論
』

巻
十
の

華

厳
の

盧

舎
那
仏
を
三

種
世

問
を

身
心
と

す
る

と

い

う
解
釈
（
大
正
三
二
・

六

六

八
）

を

あ
げ
て

お

り
（
『

弘
大
全
』

一
・

三

九
三

−
三

九
四

頁
）

、

先
の

三

世
間
を
生

滅
門

、

出

世
間

を

真
如
門
と

す
る

解
釈
と

合
わ

さ
っ

て

華
厳
は

生

滅
門
の

み

と
と

ら
え
ら
れ
る

。

（

5
）

重

如
月
殿
…

『

教
王

経
開
題
』

に

「

双
円
性
海
常
談
二

四

曼
自
性
→

重
如

月
殿
恒
説一一
三

密
自
楽
己
（

『

弘
大
全
』

τ

七
一

六
頁
）

と

あ
り

、

『

釈
論
』

巻
二

の

五

種
言
説
の

う
ち

真
如
門

に

当
た

る

重
如
（
如
義
言
説）

が
三

密
を

説
く
と

し
て

い

る
。

（

6
）

六

重
本

覚
…
『

法
華
経

開
題
』
（
重
円
性

海）

で

「

妙
法
」

を
解

釈
す
る

際
に
、

六

重
の

本
覚
を
あ

げ
、

そ
こ

で

顕

密
の

二

門

に

区

分
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
？）

解
釈
を
あ

げ
て

い

る

が
、

一

如
本
覚
妙
法
を

秘
密
と

す
る

解
釈
が

見
ら
れ
る

。

　
こ

れ

ら

の

解
釈
は

第
九

住
心
を
生

滅
門
の

み

と
と

ら
え

真
如
門
を

密
教
に

位

置
づ

け
る

根
拠
と
さ

れ
る

。

そ
れ

に

対
し

、

『

二

教
論
』

や

『

秘
蔵
宝
鑰
』

に

第
九

住
心
に

真
如
門
も
認
め

る

解
釈
も

見
ら

れ

る
。

【

真
如
門
を

含
む

と

す
る

解
釈
】

（

一
）

『

二

教

論
』

巻
九
で

「

三

種
円
融
優
二

遊
二

門

境
己
（
『

弘
大
全
』

あ
る

と

解
釈

す
る

。

一
．

三
八

九

頁
）

と
あ

り
、

第
九
住
心
は

二

門
（

生

滅
門
・

真
如
門
）

の

境
界
で

101
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（

二
）

『

秘

蔵
宝

鑰
』

巻
下
の

第
九

住
心
の

解
釈
で

「

風

水
龍
王
一

法
界
　
真
如
生

滅
帰
二

此

岑一
」

（
『

弘
大
全
』

一
・

四

六
二

頁）

と

し
、

真
如

門

と

生
滅
門
を
第
九
住
心
の

帰

す
る

所
と
し

て

い

る
。

（

三
）

『

十

住
心

論
』

巻
九
で

『

釈
論
』

巻
】

の

摂
不
摂
の

文
（

大
正
三
二

・

六
〇
一
）

を
あ
げ
、

不
二

と

真

如
と
生

滅
の

諸
仏
を

区
別
し

て

お

り

（

『

弘

大
全
』

一
・

三

九
四

⊥
二

九
六

頁
）

、

不
二

摩
訶

衍
が

密
教
で

あ
る

以
上

真
如
門

の

諸
仏
は
生

滅
門
の

諸
仏
と

同
じ
く

顕
教
と

位
置
づ

け
ら

れ
る

。

　
以

上

が

第
九

住
心
に

真
如
門

を

認
め

る
、

言
い

換
え
れ

ば

不
二

摩
訶
衍
の

み
を

密
教
と

す
る

解
釈
で

あ
る

。

続
い

て

『

釈
論
愚
草
』

の

議

論
で
、

こ

れ

ら
の

相
反
す
る

解
釈
を
ど
の

よ

う
に

会
通

し

た

か

を
見
て
い

く
。

三

　
『

釈
論
愚
草
』

に

お

け
る

会
通

　
『

釈

論
愚
草
』

で

は
、

真
如
門
の
一

体
一

心
摩
訶
衍
に
つ

い

て
、

巻
一

下
で

は

「

此

事
古
来
異
義

。

末
学
雖
レ

難
レ

定
、

且

依
二

相
承
伝一

者
、

可
二

第
九

住
心
分
斉一

也
」

と

古
来
よ

り
異
義
の

多
い

問
題
で

あ
る

と

こ

と

わ
っ

て

は

お

り
、

巻
三

下
で

は

「

此

事
古
来
難
義

。

学
者
学
者
不

同
。

或
云
二

二

種
倶
証
の

或
倶
云
レ

当
二

第
二

鏡
の

二

伝
可
レ

有
也

。

」

と

二

説
を

あ
げ
て

い

る

も
の

の
、

顕

教
の

第
九

住
心

と

す
る

解
釈
を

採

用
し

て

い

る
。

そ
の

根
拠
は

、

空
海
が

『

秘
蔵
宝
鑰
』

の

五

重
問

答
で

不
二

摩
訶

衍
を
密
教
に

当
て
は

め

て

い

る

こ

と
と

、

ま

た
（

三
）

の

摂

不
摂
の

引
用

が

根
拠
と

な
っ

て

お

り
、

覚
鑁
の

解
釈
も

準
じ
て

あ
げ
ら
れ

て

い

る
。

し

た

が
っ

て
、

『

釈
論
愚

草
』

に
お
い

て

は
、

生

滅
門

と

す
る

（

1
）

〜
（

5
）

に

つ

い

て

会
通

す
る

必
要
が

生

じ
、

議
論
さ
れ
て

い

る
。

（

1
）

五

重
問

答
の

会
通

 
五

重

問
答
引
二

証
釈
論一

中
三

十
三

中
抽
＝

其
至

要
→

判
二

五

箇

浅
深
→

是
示
二

五

宗
優

劣一

故
、

大

師
引
証

給
。

然
一

体
一

心

不
レ

遮
レ

摂
二

第

九
一

也
。

（
巻
一

下）

 
又
宝

鑰
釈
者、

風

水
龍
王

所
入

体
所
レ

出
風

水
雖
二

染
浄

法
ハ

隨
レ

義
転
レ

用
示
二

第
九

住
心

摂

真
如
生
滅
二

法
之

義一

也
。

例
如
下

依一
二

心

法一

有
中

二

種
門
上

矣
。

（
巻
］

下
）
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五

重
問
答
で

三

自
一

心
摩
訶
衍
を
あ

げ
て

い

る

点
に

関
し
て

は
、

 
で

五

宗
の

優
劣
を

判
じ
て
い

る

だ

け
で

、

一

体
一

心
摩
訶

衍
を

入
れ

て

い

な
い

わ

け
で

は

な
い

と

答
え
て

い

る
。

ま
た

、

 
は

（

二
）

に

関

し
て

風
水
龍
王

は

後
重
一

心
の

生
滅

門
の

説
明
で

あ
る

と
い

う
難
に

対

す

る

回
答
で

あ
る

が
、

随

義
転
用
の

点
で

説
明
し
て

い

る
。

（

2
）

四

種
鏡
の

会
通

 
四

種
大

鏡
文
者
、

挙一一
四
鏡
中

第
一

第
二
一

配
；

真
如
生

滅一

畢
、

云
下

次
二

種
鏡
於
二

此

住
心
一

無
レ

用

故
不
吉

出
。

定
知

、

真
如
門
法
又

今
住

心

所

用
云

事
。

若
爾

、

優
二

遊
二

門一

釈

何
云
二

隨

「

乎
。

故
次
上

釈
云

、

然

猶
於
二

二

門　

真
如
作一一

究
竟
之

説
［

矣
。

華

厳
又
以
二

一

体
理
一

非
レ

云
レ

爲
二

究
極
一

乎
。

（

巻
一

下）

 
次

宝

鑰
中
但
引
二

第
二

鏡冖

者
、

挙
レ

一

顕
レ

一

歟
。

或
又
約
レ

勝
也

。

（
巻
三

下
）

 
次
至
下

当
二

第
二
一

也

釈
上

者
、

二

種

鏡
雖
レ

証
二

第
九
→

且

約
レ

正

付
レ

勝
作
二

此

釈一

歟
。

依
レ

之
具

引
二

初
二

文一

畢
釈

、

次
二

種

鏡
於
二

此

住

心
一

無
レ

用

故
不
レ

出
文

。

此

釈
意

非
レ

顕
二

初
二

種
鏡

今
住
心

所
用
一

乎
。

（
巻
三

下）

四

種
鏡
で

生

滅
門
の

第
二

鏡
と

す
る

解
釈
に

関
し

て

は
、

後
の

二

種
鏡
を
無
用
と

し

て
い

る

点
か

ら

推
測
し

て

真
如
門
の

第
］

鏡
も

第
九

住

心
の

所
用

で

あ
る

と

答
え

、

ま

た

よ

り
適
し
た

生

滅
門
だ

け
当
て

は

め

た

と

す
る

解
釈
を
お
こ

な
っ

て

い

る
。

（

3
）

九
識
の

会
通

 
次
但
知
二

九

識一

者
、

顕

家
所
談
識
体
不
レ

過
二

九

識
一

故
云
レ

爾
。

以
二

真
門一

非
レ

不
二

第
九

摂
の

離
言
真
如
即
顕
教

分
斉
故

。

（

巻
一

下
）

 
又

誠

華
厳
所
立

第
九

識
雖
二

生

滅
門

摂
ハ

以
二

十
種
心
量
一

定
二

顕
密
識
浅

深一

時
、

三

乗
一

乗
悉
摂
二

九

種
心
量
→

以
二

一

一

心一

為
二

第
十

住

心一

也
。

二

教
論
言
語
心
量
離

不
離
之
義

、

此
論
明
説
者

即
此
意
矣

。

（

巻
一

下
）

 
但

於
レ

云
三

唯

釈
二

四

法
内

十
種
心

量一

者
、

因
下

釈
二

四

法一

之

便
か

尽一一
三

十
三

法
門一

立
二

五

言
十
心一

也
。

例
如
四

法
熏
生

文
有
二

五

重
問

答一

也
。

所
以

離
心

離
言

真
如
門
云

云
。

云
二

因
海
真
如
門
即
顕一

也
。

以
二

如

義
一

一

心

縁一

詮
二

彼
理一

即
作
二

密
蔵

本
分一

也
。

宗
家
諸
教

絶
二

離
密
蔵
本
分一
云

云
。

此
意
也

。

（

巻
一

下
）

九

識
の

問
題
に

関
し
て

は
、

九
識
は

生

滅
門

、

第
十
識
は

真
如
門
で

あ
る

が
、

顕
密
教
判
の

時
に

は

九

識
が

顕
教

、

第
十
識
が

密
教
で

あ

り
、
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真
如
門
で

あ
ろ

う
と

因
分
で

あ
れ

ば

顕
教
で

あ
る

と

説
明
し
て
い

る
。

（

4
）

盧
舎
那
仏
の

会
通

 
過
二

三

種
世

間一

釈
者

、

彼
宗
意
於
二

十
地
三

世
間一

成
二

因
果
二

分
義
叩

若
爾
者

、

不
二

果

分
猶
於
二

三

世

問一

論
レ

之
。

況
真
如

門
豈
非
二

三

世
間
摂
一

乎
。

但
過
言
三

世
聞
重
々

故
事
理

相
望

作
二

此
釈

二

往
釈
也

。

生

滅
事
法
界

、

真

如
理

法
界

、

事
理
法

界
非
二

盧
舎
那
所
知一

乎
。

（
巻
一

下
）

 
次
出
二

過
三

種
世
間一

等
釈

者、

彼
宗
意

於
二

十
地

三

世

間一

成
二

因
果
一

分
義一

故
。

果
分

猶
於
二

三

世
聞一

論
レ

之
。

況

真
門

寧
非
二

三

世

間

法
　

乎
。

三
世

間
重
重

故
真
如
三

世

間
超
二

生

滅
三

世
間
一

故
云
レ

過
。

今
論
第
十
云
、

雖
レ

摂
二

三
世

間一

而
摂

不
摂

。

非
レ

云
下

雖
レ

摂
二

因
分

三

世

間一

不
占

摂
二

果

分
三

世

間一

乎
。

真

如
既

因
分
摂

。

寧
非一一

盧
遮
那

所
摂
三

世

間一

乎
。

何
況
生

滅
事

法
界
真
如
理

法
界

也
。

事
理

法

界
豈

非
二

舎
那
所
知一

乎
。

（
巻
三
下）

盧

舎
那
仏
が

生

滅
門
の

三

種
世
間

を

身
体
と

す
る

問
題
に

関
し

て

は
、

華
厳
教
学
で

三

世
間
に

お
い

て

因
果
を

説
明
し
て

い

る

に

過

ぎ
な
い

た

め
、

真
如
門
も

三

世
間
の

内
で

あ
る

と

答
え
て
い

る
。

（

5
）

重

如
月
殿
の

会
通

 
次
於一一

双
円
重
如

釈一

者
、

此
秘

宗
骨
目

伝
法
印

信
故

、

宗
家
諸
開
題
中

多
置
二

此

言］

給
。

先
徳
或
云

、

声
字
実
相

窮
二

性
海
之

深
理
適

法

三

大

羯
振
二

本
地
之

高
徳一
云

云
。

即
此

又
述
二

此

意一

歟
。

既
云
レ

説
三
二

密

自
楽
→

以
三

如

義一

説
二

真
門

理
成
二

性
海
三

密
一

故
、

云
三

声

字
実

相
窮
二

性

海
深
理
一

也
。

是
則
答
者
潤
色

者
歟

。

（
巻
一

下）

 
次
双
如
一

心
者

、

彼
指
二

＝

心一

云
二

双
如
一

心一

故
。

彼
本
果
海
心
故

。

非
二

九

種
心

識
四

種
言
語
境一

故
、

云
レ

爾
。

此

又

答
者
潤
色
也

。

（
巻
一

下
）

重
如
月
殿
の

問
題
に

関
し
て

は
、

 
で

密
教
の

骨
目
伝
法
の

秘
密
で

あ
り

、

諸
開
題
の

中
で

多
く
用
い

ら

れ
る

表
現
と
し
て

、

覚
鑁
を

引
用

し
て

そ
の

根
拠
と

し

て
い

る
。

ま

た

 
は

重
難
で

『

法
華
開
題
』

（
重

円
性
海）

の

「

双
如
一

心

非
二

言
心

之

境
一
」
（
『

弘
大
全
』

一

・

七
六
入

頁）

を

根

拠
に

「

双
如
」

は

密
教
で

は

な
い

と
い

う
質
問
へ

の

回
答
で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

双
如
一

心
は
一

一

心
を
指
し

、

】

一

心
は

果
分

密
教
の

心
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で

あ
り

、

九

種
の

心
・

四

種
言

語
の

境
界
で

は

な
い

意
味
だ

と

し

て
い

る
。

 
 
の

ど

ち
ら
も
表
現
上

の

潤
色
と

し

て

回

答
し

て
い

る

点
に

（

5
）

の

特
徴
が

あ
る

。

（

6
）

六

重

本
覚
の

会
通

重

難
云

、

法
華
開

題

立
二

六
重

本
覚
ハ

以
二

一

如
不
二
】

為
レ

密
見

。

先
徳
釈

中
十
⊥

ハ

生

滅
為
レ

顕
十
七

為
レ

密
見

。

此
豈
以
二

真
如
門

法一

非
レ

属
レ

密

乎
。

答
。

指

事
釈
重
々

配

分
一

往
釈
也

。

非
二

理

実
談

。

彼
釈
又

云一一

顕

中
秘
一

也
。

下
釈
問
下

華
厳
与
二

三

十
二

因

海一

有一一
差
別一

耶
b

而

答
二

同
顕

教
分
斉
故
同

無

明
分
位
故一
矣

。

六

重
本

覚
文
二

教
論
重
重
秘
密
意

。

非
レ

云一一

法
身
所
説
秘一

也
。

（
巻
一

下）

六

重

本
覚
に

関

し

て

は
、

覚
鑁
の

解
釈
も
根
拠
と

し

て

あ
げ
ら

れ

て

問
題
と

な
っ

て

い

る
。

こ

こ

で

は

重
々

の

秘
密
で

あ
り

、

法
身
所
説
の

正

し
い

秘
密
で

は

な
い

顕
中
の

秘

密
と

回
答
し
て

い

る
。

　
以

上

の

会
通
を
見
る

と
、

特
に
（

1
）

〜
（

3
）

の

点
に

関
し
て

、

『

釈
論
』

本
論
の

真
如
門
・

生

滅
門

の

内
容
よ

り
も

、

顕

密
教

判
の

立

場

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
5）

を
優

先
し

て
、

不
ニ

ー−

密
教

、

三

十
二

”

顕
教
の

相
違
を

崩
す
ま
い

と
し

て

い

る
こ

と

が

分
か
る

。

こ

の

顕

密
教

判
を

優
先
す

る

解
釈
は

、

二

門

分
別
の

議
論
の

所
で

も

確
認
で

き
る

。

四

　
『

釈
論
愚
草
』

に

お

け
る
二

門
分
別
の

議
論

　

真
如
門
．

生

滅
門
に

関
し

て

は

三

門
分
別
と
二

門
分
別
と

が

あ
る

。

三

門
分
別
と

は

不
二

・

真
如
・

生

滅
の

三

つ

に

区
分
す
る

解
釈
で

、

こ

の

場
合
は

不
二

が

密
教

、

真
如
・

生

滅
が
顕
教
で

あ
る

。

し

か

し
、

二

門
分
別
で

は

真
如
門
の

位
置
づ

け
が
問
題
と

な

り
、

不
二

と

真
如

を
一

つ

に

ま
と
め
て

生
滅
に

対

す
る

と

す
る

考
え

方
と
、

真
如
を
生

滅
の

方
に

ま
と

め

て

不
二

と

対
す
る

考
え
方
と

両
方
あ
り

、

定
ま
っ

て

い

な
い

。

前
者
の

場
合
は

、

真
如

門
を

密
教
と

考
え
、

後
者
の

場
合
は

真
如
門
を
顕
教
と
と

ら

え
る
こ

と

と

な
り

、

一

体
一

心
摩

訶
衍
の

解

釈
に

も
影
響
を

与
え
る

。

以
下
に

巻
三

下
の

論
題

か

ら

そ
の

部
分
を

引
用
し

、

ど

ち

ら

の

説
を

採
用
し

て

い

る

か
確
認
し

た
い

。

　
　

問
、

以
二

今
論
三

十
三

法
門一

分
二

別
顕
密一

時
、

二

門
三

門

是
異

。

二

門
分
別
時
以
二

真
如
門
法一

悉
為
二

真
言一
見

。

前
重
三

大
并
後
重
一
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心
三

大

中
真
如
門

法
猶
以
為
二

第
十
心
→

何
況
出
二

一

体
一

心】

乎
。

依
レ

之

十
種
心

量
中
以
二

九

種
心】

為
二

顕

教
ハ

以
二

一

一

心
一

為
二

密

　

蔵
→

是
豈
非
三

真
如
門

法
為
二

第
十
住
心一

乎
。

是
以
住
心

論
判
二

住
心
心
識一

時、

一

道
極
無
但

知
二

九

識一
文

。

若
以
二

＝

心
所
入一

属
二

　

第
九
一

者
、

非
レ

違
二

但
知
九
識
之

釈一

乎
。

以
二

此

等
義］

大
師
宝

鑰
中
輪

花
能
出
二

体
大
小
蛤

器
疏
正

覚
極
甚

深
文

。

此
即
以
レ

表
二

三

自

　
　

門
第
二

鏡
の

独

成
二

極
無
義一

非
乎

。

又
通
法
大

師
五

重

問
答
無
明
之
時

、

以
二

真
如
門

法一

判
二

明
分
位
の

自
叶
二

宗
家
釈
義一

乎
。

　

 
答

、

二

門
分

別
者
以
二

不
二
一

為
二

真
如
門
→

以
二

三

十
二
一

為
二

生

滅
門一

也
。

故
先
徳

釈
云

、

不
二

是

真
言
常
住

、

三

十
二

即
生

滅
無

　

常
文

。

十
種
心

量
合
二

三

十
二
一

立
二

十
心
言一

也
。

故
一

】

心
如
義
語
自
性
法

身
言
心
也

。

縁
二

詮
法
仏

三

密
曼
荼
四

身
言
心
→

誰
云
二

因

　
　

海
言
心】

乎
。

若
許

者
、

違
二

第
一

巻

得
不
説
・

第
十
摂
不

文］

故
。

但
至
二

但
知
九

識一

者、

十
種
心
量

中
八

識

分
斉
也

。

庵
摩
羅
云
二

第

　
　

九
故
司

故
知

、

因
海
一

一

心
九
種
心
量

分
斉
故

、

不
レ

縁
二

法
仏
三

密一

也
。

宝

鑰
釈

者
、

約
二

三

世

間
荘
厳

義
同
辺一

且

挙
二

第
二
一

也
。

　
　

非
レ

遮
二

第
一
一

也
。

次
通
法
釈
者

、

不
レ

知
二

密
釈一

故
、

不
レ

及
二

苦
労
の

付
レ

中、

彼
釈
不
二

云
三

非
レ

明
非
二

無

明
刃

異
二

大
師

釈一

乎
。

無

　
　
際
大
師
釈
中
三

十
二

判
二

無
明

分
位一

。

自
契
二

大
師
釈
一

乎
。

二

門

分
別

三

門
分
別

重

重
難
破
如
別

鈔
。

　
　

 
或
云

、

指
事
中

華
厳
与
二

因
海一

相

対
判
レ

異
時

、

彼
説
二

九
識
→

此

説
二

十
識
一

故
云

云
。

此
釈
意

＝

心

識
因
分
摂
見

乎
。

況
二

教
論

　
　
引
二

解
釈
二

法
二

門
文一

為
二

顕
密
分
別
之

証
→

以
二

真
如一

為
レ

密
以
二

生

滅一

為
レ

顕
非
乎

。

　
　

 
私
云

、

於
二

真
如
門一

成

離
言
離
心
談
一

因
海

真
門

也
。

以
二

如
義

＝

心

縁一

護
二

彼
離
言

真
如

晟
二

密
蔵
本
分
一

故
非
二

自
分
摂一

也
。

　
　
故
能

説
能

縁
言
心

是

不
二

門
心
念
也

。

指
事
一

一

心

為
レ

極
者

、

釈
論

不
二

心

為
レ

極
故
云
レ

爾
也

。

若
不
レ

爾
者

、

何
云一二

此

説
二

多
理

　
　
智一

乎
。

理

理

無
辺

真
言
談
故

。

若
因
海
許
二

此

義一

者
、

何
判
レ

門
時
云
二

能
説
応
化
同
等一

乎
。

（
巻
三

下）

　
『

釈
論
愚
草
』

で

は
、

間
者
の

立
場
は

不
二

と

真
如
を
ま

と

め

て

と

ら
え
る

考
え

方
で

あ

り
、

 
の

答
者
は

不
二

を

真
如

、

三

十
二

を
生

滅
と
と

ら

え
る

考
え

方
で

あ

り、

覚
鑁
の

解

釈
（

「

二

十
五

不
二

真
如
常
住

。

三

＋
二

生

滅
無

常
。

」

『

釈
論
指
事
』

『

興
教

大
師
全

集
』

上
、

九
二

頁
）

を

根

拠
に

あ
げ
て
い

る
。

ま
た
一

一

心
・

如
義
語
に

関
し

て

は
、

自
性
法
身
の

言
心
で

あ
り
果
分
に

属
し

、

九

識
の

問
題
に

関
し
て

は
、

因

分
の

一

一

心
は

八

識

に

収
め
ら
れ
る

も

の

で

あ

り
、

密
教
の

＝

心
と

は

異
な

る

と

答
え
て

い

る
。

そ
れ
に

対
し

、

 
で

は
、

覚
鑁
の

『

釈

論
指

事
』

の

華
厳
と

三

十
二

因
分
の

相
違
に

関
す
る
一

一

心
を

因
分
と

す
る

解
釈
を

あ
げ
て

不
二

を

真
如

、

生

滅
を

三

十
二

と

す
る
二

門

分

別
に
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対
し
て

疑
義
を
呈
し

て
い

る
。

 
の

頼
瑜
の

意
見
は

、

 
に

対
す
る

回
答
で

あ
り

、

覚
鑁
の

『

釈

論
指
事
』

に

対
す
る

会
通
で

あ
る

。

頼
瑜

は

離
言
離
心
の

段
階
は

因
分
の

真
如
門
で

あ
り

、

如
義
語
・
一

一

心
に
よ
っ

て

離
言
の

真
如
を

護
る
こ

と

が
密
教
の

部
分
で

あ
り

、

因
分
の

範
囲
か

ら
逸

脱
し
て
い

る

と

し
て

、

一

一

心
・

如
義
語
は

密

教
の

能
入
門
（
不
二

門）

に

当
た
る

と

し
て
い

る
。

し

た

が
っ

て
、

頼
瑜
の

立

場

も

答
者
と

同
じ

く
不
二

を

密
教

、

三

十
二

を

因
分
と

し
、

＝

心
・

如
義
語
を

密
教
と

す
る

二

門
分
別
の

立

場
に

立
つ

こ

と
が

分
か

る
。

　
こ

の

よ

う
に

第
九
住
心
に

関
し

て

真
如
門
を

含
む

か

と
い

う
問
題
は

、

空
海
の

解
釈
そ
の

も
の

に

由
来
し
て

い

る

も
の

の
、

同
様
に

覚
鑁

の

解
釈
に

関
し

て

も

議
論
さ

れ
て

い

る
。

そ
れ

は

覚
鑁
の

解
釈
の

多
義

性
に

由
来
す
る

も
の

で

あ
る

が
、

『

釈
論
愚
草
』

で

は

覚
鑁
の

解
釈

も

根
拠
と

な

る

た

め
、

覚
鑁
の

解
釈
に

関
し

て

も

会
通

が

必

要
と

な
っ

た
。

次
に

覚
鑁
の

解
釈
の

多
様
性
と

そ
れ

に

対
す
る

『

釈
論
愚

草
』

の

会
通
を

確
認
し
た
い

。

五

　
覚
鑁
の

三

十
三

法
門
解
釈

　

覚
鑁
の

『

釈
論
』

の

注

釈
書
に

は

『

釈

論
指
事
』

と

『

釈
論
愚

案
鈔
』

と

が

あ
る

。

『

釈
論

指
事
』

は

『

釈
論
』

巻
］

を

逐
一

注
釈
し

た

書
で

あ

り、

『

釈
論
愚

案
鈔
』

は

『

釈
論
』

の

内
容
を

金

胎
の

両

面
か

ら
密
教

的
に

解
釈
し
た

も
の

で

あ
る

。

一

体
一

心

摩
訶

衍
を

第
九

住

心
と

す
る

根
拠
は
、

『

釈
論
指
事
』

の

「

就
二

浅
略一

三

十
二

種
顕

教
修
行
種

因
海
応

化
身
諸
説
也

。

不
二

大
乗
密
教

性
徳

円
円

海
法
身
諸
説

也
」
（
『

興
教
大
師
全
集
』

上
、

七

二

頁）

の

文
で

あ
る

。

し
か
し

、

「

就
浅

略
」

と

あ
る

よ

う
に
、

こ

れ

は

三

重
の

解
釈
の

初
め

に

過

ぎ
ず

、

そ
の

後
の

「

就
深
秘
門
」

で

は

真
如
門
を

真
言

、

生
滅
門
を
顕
教
と
し

、

第
十
住
心
の

分
斉
と

す
る

解
釈
を

あ
げ
た

り
、

さ

ら

に

「

就
秘
中
深
秘

門
」

で

は

不
二
．

真
如
．

生

滅
の

三

門
を
仏
・

蓮
・

金
に

当
て

た

り
、

三

十
三

法
門

を
三

十
七

尊
に

当
て

る

解
釈

を
し
た

り
し

て

い

る
。

こ

の

よ

う
な

多
重
的
な
解
釈
は

、

覚
鑁
の

注
釈

書
全
般
に

見
ら
れ

る

も
の

で

あ
り

、

覚
鑁
の

『

釈
論
』

解
釈
の
一

番
の

特
徴
と
い

っ

て

も
よ

い
。

し

た

が
っ

て
、

『

釈
論
愚

草
』

で

は

覚
鑁
の

解
釈
を

根
拠
に

あ

げ
て

は

い

る

も
の

の
、

空

海
の

解
釈
と

同
様
に

覚
鑁
の

解

釈
も
統
一

を

図
る

必

要
が

あ
っ

た
。

　
『

釈
論
愚

草
』

で

は

『

釈
論

指
事
』

の

「

二

者
第
十
住
心
浅
略
也
」

の

部
分
と

六
重
本
覚
で

あ
げ
ら

れ
た

「

十
六

生

滅
為
レ

顕
十
七

為
レ

密
」
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と

す

る

解
釈

、

二

門
分
別
で

あ
げ
ら

れ

て

い

る

華
厳
と

三

十
二

因
分
の

同
異
の

部
分
が

議
論
さ
れ

て

い

る
。

「

二

者

第
十
住
心
浅
略
也
」

の

問
題

【

釈
論

指
事
】

問
、

前
重
一

心
法
界
十

住
心

中
何
所
摂
耶

。

答
、

有
二

二

義
絢

一

者
第
九

住
心
所
摂
也

。

二

者
第
十

住
心

浅
略
也

。

（
『

興
教
大
師
全

集
』

上
、

九

五
頁）

【

釈
訟

繭

愚
弗

早
】

次

先
徳
釈

有
二

釈一

中

第
二

釈
也

。

彼
意

顕
家
極
理

同
二

真
言
初
門一

故
云
レ

爾
歟

。

住
心

論
云

、

望
二

前
顕
教

極
果一

於
二

後
秘
心
一

初
心
矣

。

（

巻
一

下
）

次

先
徳
釈
者

、

彼

存
二

二

義】

中
第
二

義
也

。

第
一

義
云
二

第
九

住
心

所
摂
也
一
云

云
。

此
第
九

住
心
同
二

第

十
住
心

菩

提
心

為
ワ

因
故
云
レ

爾
。

以
二

一

体「

直
為
二

第

十
心　

非
也

。

（

巻
三

下
）

巻
一

下
で

は

第
二

釈
で

あ
っ

て
、

顕
教
の

極
理
は

真
言
の

初
門

と
同
じ
で

あ
る

か

ら
こ

の

よ

う
な

解
釈
を
し

た

と

述
べ

、

巻
三

下
で

は

こ

れ

は

二

番
目
の

義
で

あ

り
第
一

義
に

第
九

住
心
の

摂
と

し
、

第
九
住
心
は

第
十
住
心

の

菩
提
心
を

因
と

す
る

か

ら

こ

の

よ

う
な
解
釈
を

あ
げ
た

の

で

あ
っ

て
、

直
接
一

体
一

心
摩

訶
衍
を
第
十

住
心
と

し

た
わ

け

で

は
な
い

と

会
通
し

て

い

る
。

「

十
六

生
滅
為
顕
十
七

為
密
」

の

問
題

【

釈
論
指
事
】

就
＝

深
秘
門一

有
二

三

重
→

両
重
一

法
界
心
是
心
真
如
門

。

是
則
真
言
也

。

両
重
三

大
義
則
生

滅
門

。

皆
是
種
因
海

。

復
次
於
二

一

心
法
界
三

大

義【

宥
二

真
如
生

滅
二

法
門

司

其
真
如
是
真
言

。

生

滅
則
顕
教

。

此

復
各
有一一
二

義
幻

一

者
顕
中
之
秘

。

二

者
皆
第
十
住
心
之

分
斉
也

。

非
二

九

種
住
心

之

秘
密
圏。

復
次
能
入
門
顕
教

。

所
入
法
真
言

。

（
『

興
教
大
師
全

集
』

上
、

七

二

頁）
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【

釈
論
愚
草
】

答
。

指
事
釈
重
々

配
分
一

往
釈
也

。

非
二

理
実
談
ゆ

彼
釈

又
云
二

顕
中
秘一

也
。

（
巻
一

下）

こ

れ

は

第
二

義
の

真
如
を

真
言

、

生

滅
を
顕
教
と

す
る

解
釈
に

対

す
る

回
答
で

あ
る

が
、

『

釈
論
指
事
』

の

解
釈
は

様
々

あ
る
一

応
の

解

釈

で

あ
り

、

理
実
で

は

な
く

、

顕
中
秘
と

い

っ

て
い

る

と

答
え
て

い

る
。

し

か
し

、

覚
鑁
は

第
十
住
心
の

分
斉
と

す
る

第
二

義
も
あ
げ
て

お

り、

こ

ち

ら

に

関
し
て

は

触
れ

ら

れ

て

い

な
い

。
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華

厳
と

三

十一
一

因
分
の

問
題

【

釈
論
指
事
】

問
、

華
厳
与
三
二

十
二

因

海一

有
二

差

別一

耶
。

答
、

有
レ

同
。

有
レ

異
。

同
者

、

能
説
応
化
同
故

。

同

無
明
分
位
故

。

同
一

心

為
二

究
竟　

故
。

同

縁
起
因

分

故
。

同
称
二

不
二

不
可

説一

故
。

同
顕
教
分
斉
故

。

異
者

、

彼
説
二

九
識
ハ

此
説
二

十
識一

故
。

彼
後
住
心
不
レ

知
。

此
知
二

後
住
心
一

故
。

彼
以
二

多
一

心一

為
レ

極
。

此
以
二

一

一

心一

為
レ

極
。

彼
但
浅
略

無
明
分
位

。

此

通一一
浅
深一

無
明

。

彼
以
二

自
位
一

為
レ

極
。

此
以
二

自
位一

為一一
無
明

分
位
刃

…
（
『

興
教

大
師
全
集
』

上
、

九
四

−
九
五

頁）

【

釈
論
愚
草
】

下
釈
問
下

華
厳
与
二

三

十
二

因
海一

有
二

差
別一

耶
b

而
答
二

同

顕

教
分
斉
故
同
無
明
分
位
故一
矣

。

（
巻
一

下
）

指
事
一

一

心
為
レ

極
者

、

釈
論
不
二

心
為
レ

極
故
云
レ

爾
也

。

（
巻
三

下
〉

華
厳
と

三

十
二

因
分
の

問
題
で

は
、

覚
鑁
は

同
異
を

あ
げ
て

説
明
し

て
い

る
。

そ
の

う
ち

、

三

十
二

因
分
が
一

一

心
を
知
っ

て

い

る

こ

と

が

問
題
と

さ

れ

て

い

る
。

『

釈
論
愚

草
』

巻
】

下

で

は

同
の

解
釈
で

顕
教
と
同

じ
、

無
明

の

分
位
で

あ
る

点
か
ら

反
論
し
、

ま
た

巻
三

下

で

は

頼

瑜
は

因
分
は
一

一

心
を

極
と

す
る

が
、

『

釈
論
』

で

は

密
教
に

あ
た

る

不
二

を
極
と

す
る

点
で

劣
っ

て
い

る

と

述
べ

て

い

る
。

　
こ

の

よ

う
に

覚
鑁
の

三

十
三

法
門
の

解
釈
は
い

ま

だ

様
々

な
解

釈
を

認
め

る

試
行

錯
誤
の

状
況
で

あ
る
こ

と
が

分
か

る
。

そ

れ

に

対
し

て

頼
瑜
は

『

釈
論
愚
草
』

の

議
論
の

中
で

、

不
二

を

密
教

、

三

十
二

を

顕
教
と

す
る

顕

密
教
判
の

解
釈
に

沿
っ

て

覚
鑁
の

解

釈
を

取
捨
選
択
し
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統
一

し
よ

う
と

し
て

い

る
。

六

　
結

訟
ロ冊

　
以
上

の

こ

と
か

ら
一

体
一

心
摩
訶

衍、

言
い

換
え

れ
ば

前
重
一

心
の

真
如

門
を

密
教
と

す
る

か

顕
教
と

す
る

か
と
い

う
問
題
に

関
し
て

『

釈
論
愚
草
』

巻
一

下
・

巻
三

下

の

議
論
を

通
し
て

詳
細
な
検
討
を
試
み

た
。

『

釈

論
愚
草
』

で

は

異
説
が

あ
る

と
し

な

が

ら
も
顕
教
の

第
九

住
心
に

位

置
づ

け
る

解
釈
に

基
づ

い

て

会
通
が
な

さ

れ

て

い

た
。

こ

れ

は
、

九
識
の

会
通
か

ら

も

分
か

る

よ

う
に

、

不
二

を
密
教

、

三

十
二

を

顕
教
と

す
る

顕
密
教
判
に

立
つ

姿
勢
に

基
づ

く
も
の

で

あ

り
、

『

釈
論
』

本
論
の

二

門

解
釈
よ

り
も
空

海
の

『

二

教
論
』

解
釈
を

優
先
さ

せ

た

結
果
と
い

え
よ

う
。

さ

ら

に

本
多
隆
仁
氏
も

既
に

指
摘
し
て

い

る

よ

う
に

『

開
解
鈔
』

に

お
い

て

も
顕
密
対
弁
を

も
と

と

し

た
二

門
分

別
の

立

場
が

見
ら
れ

、

顕
密
対
弁
の

姿
勢
が

そ

の

根
底
に

あ
る

と
い

え

る
。

ま

た

根
拠
と

し

て

覚
鑁
の

『

釈
論
指
事
』

も
用
い

ら

れ

て

い

る

が
、

そ
の

議
論
を
見
る

と
、

覚
鑁
の

解
釈
に

お
い

て

も
い

ま
だ

真
如
門
を

密
教
と

す
る

解
釈
も
見
ら

れ

会
通
が
図
ら
れ
て

い

た
。

こ

の

よ

う

に
、

覚
鑁
の

解
釈
は

さ
ま
ざ
ま
な

三

十
三

法
門
の

あ
り
方
を
許
す
も

の

で

あ
り

、

一

体
一

心
摩
訶
衍
解
釈
を
め

ぐ
る

問
題
で

も
空

海
の

解
釈

の

会
通
と

同
様
に

覚
鑁
の

解
釈
も

顕
密
教
判
の

立

場
か
ら
会
通
が
行
わ

れ

て

い

る
。

頼
瑜
が

覚
鑁
の

三

十
三

法
門
に

関
す
る

多
重

的
な

解
釈

を

顕
密
教

判
の

立

場
か

ら

統
一

し

よ

う
と

す
る

傾
向
は

、

根
本
摩
訶
衍
の

解
釈
に

お

い

て

も
見
ら
れ
（

豊
嶋
悠
吾
「

『

釈
摩
訶

衍
論
開

解
鈔
』

に

お

け
る

頼
瑜
の

根

本
摩
訶

衍
解
釈
」

（
『

印
度
学
仏

教
学
研
究
』

五

八
（
一
）
、

二

〇
〇
九
）

、

一

体
一

心

摩
訶
衍
に

関
し

て

も
同

様
の

態

度
が

認
め

ら

れ
る
こ

と

か

ら
、

頼
瑜
の

『

釈
論
』

解
釈
に

共
通
す
る

態
度
と

考
え
ら
れ
る

。

今
回
は
一

体
一

心

摩
訶
衍
を
め

ぐ
る

論
題
二

点
か

ら

顕
密
対
弁
思
想

に

基
づ

く
頼
瑜
の

解
釈
が

確
認
で

き
た

。

し

か

し
、

一

体
と

三
自
の

所
入
法
に

関
す
る

藤
田

隆
乗
氏
の

指
摘
や

『

金

剛
頂

経
開
題
愚
草
』

に

お

け

る

本
多
隆
仁

氏
の

指
摘
に

も

あ
る

よ

う
に

、

頼
瑜
の

真
如
門
と

生

滅
門
の

解
釈
に

関
し
て

は
、

『

釈
論
愚

草
』

全

体
に

お
け
る

検
討
を

要
す
る

問

題
で

あ
り、

今
後
の

課
題
と

し
た
い

。
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（

1
）

　
『

釈

論
愚

草
』

は
、

写
本
と

版
本
が

残
っ

て

お
り

、

写
本
に

は

 
高
野
山
金
剛
三

昧
院
（

第
一

中
・

下
・

第
五

上
、

永
享
六

写
三

帖）
、

 
高
野

　

　
山
三

宝

院
（
二

二

冊）
、

 
高

野
山

宝

亀
院
（
二

二

冊
）

、

 
高
野

山
宝
寿
院
（

明
応
四

写
二

二

冊
）

、

 
輪
王

寺
天

海
（

第
一

上
・

中
・

下
・

第
三

　

　
下
・

第
五

下、

文
明
一

九
深

恵
写
五

冊
）

、

 
大
須

文
庫
（

第
三

中
、

一

冊
）

（

第
】

下
・

三

上
中
下
・

四

下
・

五

上

中
下
・

六

上
中

、

十
冊
）

が

確

　

　
認
で

き
る

。

ま
た

、

版
本
は

高
野
山
宝
城
院

、

成
田

、

カ

リ
フ

ォ

ル

ニ

ア

大
学
（

近
世
巾
期
）

に

残
っ

て

お
り

、

今
回
は

智

積
院

所
蔵
の

万
治
二

年

　

　
（

一

六
五

九
）

に

前
川
茂
右
衛
門
が

発
行
し

た
江
戸
時
代
の

版
本
（

完
存）

を
底
本
と

し
た

。

（
2
）

　
『

釈
論
愚

草
』

の

巻
数
は

『

釈
論
』

に

準
ず
る

も
の

で

あ
る

。

最

後
の

四

巻
の

名

称
が

異
な
る

点
に

関
し

て

は
、

一

時
期
散
逸
し
た
た
め

と

考

　
　

え
ら
れ

る
（

藤
田
隆
乗

「
『

釈

摩
訶
衍
論
』

論
義
書
を
め

ぐ
る

諸

問
題
」

『

密
教
学
研

究
』

二

八
、

一

九

九
六）

。

な
お

、

『

国
書
総
目

録
』

で

は

成

　
　

立
年
代
を

『

開
解
鈔
』

は

建
長
八

年
（

一

二

五

六
）

、

『

釈
論
愚
草
』

は

弘
安
十

年
（
一

二

八

七
）

と
し
て
い

る
（
奈
良

弘
元

「

頼
瑜

僧
正

の

著
作
を
め

　

　
ぐ
っ

て
」

『

新
義
真
言
教
学
の

研
究

　
頼
瑜
僧
正
七
百
年
御
遠
忌
記
念
論
集
』

、

二

〇

〇
二
）

。

（
3
）

　
『

仏
書
解

説
大
辞
典
』

で

は
、

済
暹
に

『

釈
論
顕
秘

鈔
』

と

い

う
『

釈
論
』

の

注
釈
書
の

名
前
が

確
認
で

き
、

巻

数
か
ら
全

体
の

注

釈
書
と

推

　
　

察
さ
れ
る

が
、

残
念
な
が
ら
現
存
し

て
い

な
い

た
め

、

詳
細
は

不
明
で

あ
る

。

（
4
）

　
「

謂
妙
法
者
且
有
二

六
重
浅
深
刃

一

染
浄

本
覚
妙

法
。

二

清
浄
本

覚
妙
法

。

三
一

心

法
界
本
覚
妙
法

。

四

三

自
本

覚
妙
法

。

五
一

如
本

覚
妙
法

。

　

　
六

不
二

本
覚

妙
法

。

就
二

此
六
重一

且

分
二

顕

密
妙
法一

者
、

初
五

顕
後
一

密
妙
法

。

又

前
五
中
初
四

顕
後
一

秘
。

又
四

本
覚
中
更
有
二

顕
秘
→

初
顕

　
　

後
秘

。

如
レ

次
可
レ

知
。

」

（

『

弘
大
全
』

一
・

七
六
九
頁
）

こ

の

六
重
本

覚
に

関
し

て

は
、

染
浄
本
覚
妙
法
を

『

法
華
経
』

に

当
た
る

と

解
釈
し
て

お

　

　
り

、

五

重
問
答
で
一

心
（

本
覚
妙
法
）

が

第
八

住
心
に

当
た
る

解
釈
と

齟
齬
が

生
じ

る

問
題
も
あ
る
（

中
村
本
然
「

『

釈
摩
訶
衍
論
』

の

五

重
問
答
に

　

　
つ

い

て
」

『

智
山
学
報
』

第
五

十
六

輯、

二

〇

〇

七
）

。

（
5
）

　
真
如
門
と

生

滅
門
の

所
入

法
に

関
し
て

同
一

で

あ
る

か、

別
々

で

あ
る

か

と
い

う
議

論
も
さ

れ

て

お
り
（
巻
一

下

「

証
三

自
大

乗
時
即
得
一

体

　
　

大

乗
歟
事
」

）
、

そ

こ

で

は

「

二

門

峙
立
」

と

「

従
権
入

実
」

の

二

つ

の

解
釈
が

あ
げ
ら
れ

て

い

る
。

「

二

門
峙
立
」

と

は
、

生

滅
の

三

自
を
証
す

　

　
る

時
に

真
如
の
一

心
も
証

す
る

所
入
法
は
同
一

で

あ
る

立
場
で

あ
り、

不
二

と

因

分
を

区
別
す
る

二

門
分

別
の

解
釈
で

あ
る

。

「

従
権
入
実
」

は

　
　

頓
漸
の

機
根
に

応
じ
て

区
別
し
生

滅
の

所
入
法
か
ら

真
如
の

所
入

法
へ

と

至
る

不
二

と

真
如

、

生

滅
を

分
け
る

三

門
分
別
の

解
釈
で

あ
る

。

こ

の

　

　
問
題
に

関
し
て

頼
瑜
は

二

説
を
あ

げ
る

が

ど
ち
ら
を
採
用

す
る

か

は

明
確
に

し

て

い

な
い
（

藤
田
隆
乗
「

『

釈
摩
訶
衍
論
』

に

お
け
る

論
議
の
一

考

　
　

察

1
「

二

門
峙
立
」

を

中
心
と

し

て

ー
」

『

智
山

学
報
』

三

六、

一

九
八

七
）

。

ま
た

、

『

釈
論

開
解

鈔
』

で

も

如
義
言

説
を
め

ぐ
っ

て

花
遊
院
と

ll1
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蓮

花
院
の

説
を

あ
げ
て

二

門
分
別
・

三

門
分
別
を
と

り
あ
げ
て

い

る
。

頼
瑜
が
二

門
分
別
で

不
二

を

密
教

、

因
分
を

顕
教
と

す
る

解
釈
に

立
つ

も

の

の
、

『

金

剛
頂
経
開
題

愚
草
』

で

は

四
重
秘
釈
で

第
四

重
の

密
教
の

段
階
で

は

如

義
言
説
は

関
わ

ら
な
い

と
い

う
解
釈
も
示
し

て
い

る

よ

う
に

真
如
門

と

如
義
言

説
に

関
す
る

問
題
は

複
雑
で

あ
る
（
本

多
隆
仁
「

頼
瑜
の

如
義
言

説
解
釈
ー
顕

密
対
弁
思
想
を

中
心
と

し
て

ー
」

『
『

新

義
真
言

教
学
の

研

究
冖

頼
瑜
僧
正
七

百
年
御
遠

忌
記
念

論
集
』 、

二

〇

〇
二
）

。

〈

キ

ー

ワ

ー

ド
〉

頼
瑜、

覚
鑁

、

釈
論
愚

草、

一

体
］

心

摩
訶
衍

、

二

門
分
別

、

三

門
分
別
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